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７月 13 日、中野幼稚園の園児たちがプールに入りました。この日は絶好のプール日和。

子どもたちは水かけっこをしたり、流れるプールをしたりして思い切り楽しんでいました。

７月 13 日 中野幼稚園の園児たちがプールに入りました この日は絶好のプール日和

「第22回 おうら祭り」のお知らせ

特集紅
くれない

に光り輝く遺産―赤レンガ倉庫の物語



時
代
を
先
取
り
し
て
の
こ
と
で
し
た
。し
か
し
、

工
場
の
竣
工
後
す
ぐ
織
機
を
導
入
し
て
稼
働
し

た
わ
け
で
は
な
く
、途
中
関
東
大
震
災
に
遭
遇
。

そ
の
後
、
中
野
絣
の
査
定
場
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
各
地
か
ら
賃ち

ん
ば
た機
に
よ
り
集
め
ら
れ
た

製
品
を
、
い
っ
た
ん
こ
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
集

め
厳
し
い
査
定
仕
分
け
を
し
た
後
、
全
国
各
地

に
配
送
。
そ
の
ま
ま
昭
和
に
入
り
戦
時
色
が
強
く
な
る
中
、
中

野
絣
は
昭
和
13
年
を
境
に
「
織
物
等
製
造
制
限
」
の
統
制
経
済

に
規
制
さ
れ
、
大
打
撃
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
野
絣
全
盛
期
の
大
正
６
年
に
は
、
館
林
小
泉
間
の
中ち

ゅ
う
げ
ん原

鉄

道
が
開
通
。
こ
の
時
の
停
車
場
（
駅
）
は
、
光
善
寺
下し

た

谷や

の
官か

ん

林り
ん

（
国
有
林
）
内
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ほ
ぼ
直
線
に
現
在
の
光

善
寺
神し

ん

明め
い

宮ぐ
う

付
近
を
通
っ
て
、
前
原
の
浅せ

ん

間げ
ん

神
社
直
前
で
現
在

の
軌
道
に
続
い
て
い
ま
し
た
。こ
の
停
車
場
設
置
に
つ
い
て
は
、

当
初
か
ら
中
野
絣
産
業
の
繁
栄
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
多
く

の
異
論
が
持
ち
上
が
り
、
大
正
11
年
５
月
よ
り
現
在
の
横
町
化

楽
に
本
中
野
駅
と
し
て
移
転
し
ま
し
た
。

　

大
正
７
年
５
月
に
は
中
野
村
に
電
信
・
電
話
が
開
通
し
、
中

野
郵
便
局
で
業
務
が
開
始
。
そ
の
時
の
電
話
加
入
者
は
中
野
本

村
と
鶉
を
基
点
に
中
野
郵
便
局
が
１
番
・
機
屋
の
小
島
貞
次

郎
氏
が
２
番
・
赤
レ
ン
ガ
工
場
主
の
高
沢
氏
が
３
番
な
ど
と

機は
た
や屋

・
紺こ

う
や屋

の
人
々
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
８
年
後
に
中
野
小
学

校
に
よ
う
や
く
電
話
が
取
り
付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
中
野
絣
繁
栄
時
期
に
、
現
在
の
群
馬
銀
行
東
西
の
通
り

を
だ
れ
言
う
こ
と
な
く
「
中
野
銀
座
通
り
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
す
。
大
正
11
年
に
は
久
保
亀
司
氏
が
フ
ォ
ー
ド
車
を
購
入

し
、
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
を
開
始
。
館
林
駅
を
拠
点
に
乗
合
自
動
車

路
線
が
、
各
地
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
く
の
も
こ
の
時
期
で
し

た
。
そ
し
て
、
大
正
14
年
に
は
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
付
近
に
、
芝
居

興
行
場
（
映
画
館
・
劇
場
）
中
野
ク
ラ
ブ
が
機
屋
・
紺
屋
で
働

く
人
た
ち
の
慰
安
と
娯
楽
を
目
的
に
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
主
要
地
方
道
「
足
利
邑
楽
行
田
」
線
、
一

般
県
道
「
赤
岩
足
利
」
線
が
次
々
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
絣
は
、
明
治
以
降
急
速
に
発
展
。
大
正
期
、
木
綿
の
白

絣
と
し
て
は
「
西
の
大や

ま
と和

絣
（
奈
良
県
大
和
高
田
市
）、
東
の

中
野
絣
」
と
並
び
称
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
夏
向
け
の
木

綿
絣
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
記
録
に
よ
る
と
、
大
正
８
年

に
は
生
産
額
１
、２
０
０
万
円
（
こ
の
時
代
の
１
円
は
現
在
約

７
７
５
円
と
し
て
93
億
円
）
を
数
え
る
盛
況
で
し
た
。
大
正
12

年
に
は
、
２
４
２
万
反た

ん

（
１
反
は
成
人
１
着
分
の
布
）
を
生
産

し
、
最
も
隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。

　

大
正
８
年
、
機は

た
や屋

の
高
沢
善
太
郎
氏
が
「
中
野
銀
座
通
り
」

に
面
し
た
屋
敷
内
に
15
間け

ん

半
×
７
間
（
約
28
×
13
メ
ー
ト
ル
）

の
赤
レ
ン
ガ
壁
の
工
場
（
現
・
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
）
を
建
て
ま
し

た
。
中
野
絣
か
ら
さ
ら
に
毛
織
物
の
需
要
を
見
越
し
て
、
次
の

紅
く れ な い

に光り輝く遺産
西洋建築の美しさ。

威風堂々とした佇
たたず

まい。

今も遺る中野絣
がすり

繁栄の記憶。

近代産業の歴史を物語る

赤レンガ倉庫。

赤レンガ倉庫は、中野絣の最盛期を物語る遺産である。
History歴史をひもとく

唯一無二の伝統工芸品―中野絣

大
正
時
代
に
中
野
絣
の
工
場
と
し
て

建
て
ら
れ
た
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
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唯一無二の



　　

昭
和
16
年
12
月
８
日
、
日
本
軍
の
真

珠
湾
攻
撃
に
よ
り
幕
を
開
け
た
太
平
洋

戦
争
。
敗
色
の
色
が
濃
く
な
り
始
め
た

昭
和
18
年
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
中
島
飛

行
機
の
軍
用
物
資
保
管
庫
の
疎
開
場
所

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

終
戦
後
富
士
産
業
（
現
・
富
士
重
工

業
）
が
、
主
に
化
学
薬
品
の
保
管
倉
庫

と
し
て
活
用
。
社
員
４
人
が
厳
重
に
管

理
に
あ
た
り
、
宿
直
も
交
替
で
行
わ
れ

て
い
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

昭
和
24
年
に
は
倉
庫
の
売
却
話
が
持

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
戦
後
の
混
乱
で

だ
れ
一
人
手
を
出
す
人
が
い
ま
せ
ん
。

床
は
、
軍
用
物
資
倉
庫
の
時
に
乱
雑
に

酷
使
さ
れ
た
せ
い
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
こ
ぼ

こ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
完
璧
に
修
理
を
し
、
昭
和

27
年
ご
ろ
に
は
、約
３
５
８
㎡（
２
１
７

畳
）
の
広
さ
を
活
用
し
、「
中
野
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
」
が
開
業
。
数

年
間
、
子
ど
も
た
ち
や
若
者
た
ち
に

と
っ
て
の
娯
楽
の
殿
堂
と
し
て
、
繁
栄

も
見
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
野

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
も
長
続
き

せ
ず
終
わ
り
を
つ
げ
、
そ
の
後
短
い
期

間
で
す
が
空
手
道
場
と
し
て
使
用
さ
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
志
に
よ
っ
て
パ
チ
ン
コ
遊

技
場
の
計
画
も
持
ち
上
が
り
ま
し
た

が
、
発
案
者
以
外
に
同
調
す
る
人
が
集

ま
ら
ず
、
資
金
不
足
か
ら
計
画
途
中
で

頓と
ん
ざ挫

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
土
地

と
と
も
に
売
り
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
地
域
有
力
者
に
話
は
あ
り
ま
し
た

が
、
大
き
す
ぎ
る
し
、
改
築
す
る
の
に

木
造
で
な
い
た
め
、
出
資
が
か
さ
む
こ

と
を
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
、
中
野
農
業
協
同
組
合
が

取
得
し
、
食
糧
管
理
制
度
の
も
と
米
麦

の
保
管
倉
庫
と
し
て
、
政
府
指
定
倉
庫

の
認
可
を
取
得
す
る
た
め
大
改
装
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
三
連
の
ノ
コ

ギ
リ
屋
根
を
取
り
払
っ
て
、
か
さ
上
げ

し
、す
べ
て
の
開
口
部（
出
入
り
口
・
窓
）

中
野
絣
衰
退
後
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史

4ORA  TOWN Public Relations2012 AUG5

近代史の遺産を目の当たりにして

木村 稔さん
（天王元宿・５区）

驚きの「中野ローラー
スケートリンク」

Interview

廣田和男さん
（石打・20区）

町の歴史でも知らな
いことは多いですね

田岡 衛さん
（新中野・33区）

赤レンガ倉庫にまつ
わる歴史を再発見

清水千代子さん
（新中野・33区）

幼いころみた見た機織り
の情景を思い出しました

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
か
ら

見
え
た
時
代
の
潮
流

を
ふ
さ
ぎ
、
現
在
の
切き

り
づ
ま妻

屋
根
に
改
装

し
た
の
で
す
。
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
改

装
に
よ
り
機
密
性
も
高
ま
り
、
燻く

ん
じ
ょ
う蒸

消

毒
の
効
果
や
火
災
に
も
強
い
こ
と
な
ど

好
条
件
が
そ
ろ
っ
た
建
物
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
７
年
の
食
糧
管
理
制

度
の
終
焉
を
契
機
に
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

は
、
事
実
上
そ
の
役
目
を
終
え
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

文
化
財
保
護
調
査
委
員
の
大
塚
さ
ん

に
よ
る
と
、
中
野
絣
の
取
引
先
に
は
東

京
の
大
手
デ
パ
ー
ト
、
あ
の
「
三
越
」

の
名
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
（
当
初
は
中
野
絣
の
工
場
）
が
誕

生
し
た
の
は
、
そ
の
中
野
絣
が
取
引
額

も
最
高
額
を
数
え
た
隆
盛
の
と
き
。

　

戦
後
、「
中
野
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
」
や
「
空
手
道
場
」
な
ど
を
経

て
、
大
改
装
を
遂
げ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
現
在
は
倉

庫
と
し
て
の
役
割
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
塚
さ
ん
の
解
説
に
よ
り
、

ひ
と
つ
の
近
代
建
造
物
か
ら
時
代
背
景

や
、
歴
史
秘
話
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
中
野
絣

の
隆
盛
と
衰
退
、
戦
争
、
そ
し
て
戦
後

の
復
興
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
時
代

の
潮
流
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
近
代
産

業
遺
産
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

「中野スケートリンク」でアルバイトをしていました。
私が 19歳のころだったと思います。当時、訪れるお
客さんの大半は、子どもや若者たちでした。仕事内容
は、代金と引き換えにローラースケートシューズを入
場者に貸し出すというものでした。営業終了後、でこ
ぼこになったリンクをセメントで修繕したこともあり
ます。何より私もズボンがすり切れるくらい転びなが
ら、ローラースケートを楽しんだ一人です。
　「中野クラブ」でもアルバイト経験があります。映
画館の入場券のも

・

ぎ
・

り
・

をしていました。懐中電灯をか
ざしながら、お客さんを客席まで案内したことや、映
写技師の人に教えてもらい映写機を操作したこともあ
ります。売店の売り子には、粋

いき

なおばあちゃん。どれ
も懐かしい思い出になっています。

小島 美
み こ

子さん
（上下西宿・７区）

懐かしい思い出の追憶

戦
争
の
影
、そ
し
て
戦
後
―

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
を
大
改
装

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
映
る

町
の
近
代
史
【
取
材
を
終
え
て
】
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I Love Ora

祭りという日の出逢いを、ありがとう－。

主催▶ 問合先▶ Ｇ ／町商工会Ｇ 

夜空を彩る大輪。心に染みる。
おうら祭りで夜空見上げて…

魅せる8000
発

詳しい内容▶
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町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
詳
し
い
弁
護
士
を
招
い
て
、
問
題

解
決
方
法
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

９
月
15
日
㊏

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

役
場
2
階
２
０
１
会
議
室

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

（
困
っ
た
時
の
身
近
な
弁
護
士
活
用
法
）

矢
田
健
一
弁
護
士

（
群
馬
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

40
人
（
先
着
順
）

無
料

　

電
話
で
申
し
込
む

　

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

Ｇ
47

－

５
０
４
７

講座

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
法
律
知
識

消
費
生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す

●

●
●
●
●
●

▽▽

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１

日
生
ま
れ

▽

平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１

日
生
ま
れ

▽

平
成
6
年
４
月
２
日
〜
平
成
7
年
４
月
１

日
生
ま
れ

※
対
象
の
人
に
は
、
事
前
に
通
知
を
発
送
し

て
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

館
林
市
邑
楽
郡
医
師
会
、
太
田
市
医
師
会
、

足
利
市
医
師
会
の
個
別
接
種
実
施
医
療
機
関

　

無
料

　

保
健
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

－

５
５
３
３

予防

接
種
が
、
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
お
早
め
に

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

●

●
●
●
●
●

　

町
で
は
、
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
け
て

い
る
人
な
ど
に
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

特
定
の
疾
患
な
ど
の
患
者
に
見

舞
金
を
支
給

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
特
定
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け
て
い
る

②
小
児
慢
性
疾
患
医
療
の
給
付
を
受
け
て

い
る

③
慢
性
じ
ん
炎
（
じ
ん
機
能
不
全
）
で
人
工

透
析
療
法
を
受
け
て
い
る

④
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
難

病
患
者
と
し
て
治
療
を
受
け
て
い
る

　

月
３
、０
０
０
円

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
申
請
す
る

※
申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

　

役
場
福
祉
課

Ｇ
47

－

５
０
２
４

福祉

該
当
す
る
人
は
忘
れ
ず
に
申
請
を

特
定
疾
患
見
舞
金
の
支
給

●

●
●
●
●
●

　

町
で
は
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
な
ど
で
通
院

に
要
し
た
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

　

人
工
透
析
療
法
な
ど
の
医
療
を

受
け
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
通
院
に
支
出

し
た
交
通
費
の
一
部
を
支
給

　

平
成
24
年
度
の
町
民
税
が
非
課

税
で
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
ち
、
医
療
機
関
に
通
院
し
て
人
工
透
析

療
法
を
受
け
て
い
る

②
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
ち
、
医
療
機
関
に
通
院
し
て
中
心
静
脈
栄

養
法
な
ど
を
受
け
て
い
る

月
２
、６
０
０
円
〜
５
、２
０
０
円

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
申
請
す
る

※
申
請
書
は
、役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

　

役
場
福
祉
課

Ｇ
47

－

５
０
２
４

福祉

通
院
し
て
人
工
透
析
療
法
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
が
対
象

通
院
の
た
め
の
交
通
費
を
支
給

●

●
●
●
●
●

　

３
月
23
日
、
環
境
省
は
群
馬
県
に
対
し
て

８
万
３
、０
０
０
ト
ン
（
岩
手
県
５
市
町
の

可
燃
物
・
木
く
ず
）
の
災
害
廃
棄
物
の
広
域

処
理
の
協
力
を
要
請
。
こ
れ
を
受
け
３
月
27

日
、
大
澤
知
事
は
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生

施
設
組
合
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
正
・
副
管
理

者
（
三
町
長
）
に
対
し
て
、
広
域
処
理
の
協

力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
・
27
日
、
現
地
が
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
把
握
す
る
た
め
、
三
町
長
・
組

合
議
員
・
担
当
職
員
合
同
で
岩
手
県
大
槌
町

を
視
察
。
受
け
入
れ
災
害
廃
棄
物
は
、
被
災

現
場
か
ら
一
次
仮
置
場
を
経
て
二
次
仮
置
場

へ
搬
入
さ
れ
、
破
砕
、
選
別
さ
れ
た
も
の
が

広
域
処
理
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
沢
山

地
区
二
次
仮
置
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

選
別
作
業
の
視
察
、
が
れ
き
周
辺
の
空
間

放
射
線
量
率
を
測
定
し
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
を
測
定
す
る
た
め
サ
ン
プ
ル
も
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
測
定
結
果
は
、
国
の
基
準
値
を

下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　　

視
察
結
果
を
踏
ま
え
、
試
験
焼
却
が
可
能

か
ど
う
か
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く

た
め
、
住
民
報
告
会
（
邑
楽
町
は
６
月
18
日

〜
６
月
30
日
）
を
環
境
省
、
県
も
出
席
し
て

開
催
。

　

報
告
会
で
は
、
大
槌
町
か
ら
持
ち
帰
っ
た

が
れ
き
の
放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定
結
果

や
、
視
察
地
の
が
れ
き
周
辺
の
空
間
放
射
線

量
率
の
測
定
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
受
け

入
れ
前
の
現
在
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
灰

や
排
ガ
ス
、
最
終
処
分
場
の
放
流
水
の
放
射

性
物
質
濃
度
の
測
定
結
果
な
ど
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。い
ず
れ
も
、国
の
基
準
値
を
下
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
邑
楽
町
は
焼
却
灰
の
最
終
処
分

場
が
あ
る
た
め
、
受
け
入
れ
た
場
合
の
放
射

能
の
影
響
や
、
農
作
物
の
風
評
被
害
な
ど
を

心
配
す
る
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、
細
野
環
境
大
臣
が
記
者
会
見

で
「
岩
手
県
内
の
が
れ
き
の
う
ち
、
可
燃
性

の
も
の
は
広
域
処
理
に
一
定
の
め
ど
が
つ
い

た
」
と
い
う
認
識
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
大

臣
発
言
を
受
け
、
大
泉
・
邑
楽
・
千
代
田
の

三
町
長
は
、
６
月
27
日
急
き
ょ
正
・
副
管
理

者
会
議
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
重
ね

て
き
た
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は
、
行
わ

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

役
場
生
活
環
境
課

Ｇ
47

－

５
０
１
８

2012 AUG9

報告

が
れ
き
受
け
入
れ
中
止
●

●
●
●
●
●

環
境
大
臣
の
発
言
を
受
け

大
泉
・
邑
楽
・
千
代
田
の
三
町
、
受
け
入
れ
を
中
止

現
地
視
察
を
経
て
―

岩
手
県
大
槌
町
を
三
町
長
が
視
察

が
れ
き
受
け
入
れ
中
止

大
臣
発
言
を
受
け
三
町
長
、中
止
を
表
明

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶
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国
民
年
金
に
は
、
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

６
か
月
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
す

る
と
１
、０
２
０
円
。
現
金
納
付
で
前
納
す

る
と
７
３
０
円
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

▼国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
に
付
い
て
い

る
下
期
の
納
付
書
（
平
成
24
年
10
月
分
〜
平

成
25
年
３
月
分
）
を
使
用
し
て
、
平
成
24
年

10
月
31
日
ま
で
に
納
め
る

▼８
月
31
日
㊎
ま
で
に
金
融
機
関
、
ま
た
は
年

金
事
務
所
へ
申
し
込
む

▼

　

預
貯
金
通
帳
、
預
貯
金

通
帳
届
出
印
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
（
年
金
手
帳
な
ど
）

太
田
年
金
事
務
所

Ｇ
49

－

３
７
１
２

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
に
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
満
額
の
年

金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
場
合
、
将
来
年
金
受
給
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る

・
資
格
取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ
が
あ
る

平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら
後
納
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期

間
が
、
過
去
2
年
間
か
ら
10
年
間
に
延
長
。

平
成
14
年
10
月
分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ

た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は
、
事

前
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

Ｇ
０
５
７
０

－

０
１
１

－

０
５
０

　

太
田
年
金
事
務
所

Ｇ
49

－

３
７
１
２

町
県
民
税
（
２
期) 

８
月
31
日
㊎

国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
） 

８
月
31
日
㊎

介
護
保
険
料
（
２
期
） 

８
月
31
日
㊎

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
２
期
） 

 
 

８
月
31
日
㊎

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る

本
人
や
、
そ
の
家
族
を
対
象
に
健
康
相
談
を

行
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談

を
、
精
神
科
医
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

9
月
12
日
㊌

　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

精
神
科
医
師

　

４
人（
先
着
順
）

　

電
話
で
申
し
込
む（
要
予
約
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

－

５
５
３
３

　

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
資
格
（
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
）
を

持
っ
て
い
て
、
現
在
看
護
や
助
産
の
仕
事
に

つ
い
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
が
登
録
の
窓
口
で
、
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供
し
、
登
録
を

行
い
ま
す
。

９
月
28
日
㊎

　

保
健
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

－

５
５
３
３

　

邑
楽
郡
３
町
（
邑
楽
町
、
千
代
田
町
、
大

泉
町
）
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

共
同
で
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
初
級
・
中
級
）
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
３
日
㊌

10
月
10
日
㊌
、
17
日
㊌
、
31
日
㊌

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

保
健
セ
ン
タ
ー

口
く
う
ケ
ア
や
栄
養
改
善
・
認
知

症
の
理
解
と
予
防
、
介
護
予
防
の
運
動
や
体

操
な
ど
を
学
ぶ

▼

無
料

　

電
話
で
申
し
込
む

９
月
24
日
㊊

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
Ｇ
80

－

９
３
０
０

　

群
馬
県
下
水
道
協
会
で
は
「
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試

験
」
を
行
い
ま
す
。

　

10
月
21
日
㊐

　

午
前
９
時
〜
正
午　

　

高
崎
経
済
大
学

（
高
崎
市
上
並
榎
町
）

　

８
、５
０
０
円８月

31
日
㊎
ま
で

※
申
込
書
は
、
役
場
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。

　

８
月
31
日
㊎

　

役
場
水
道
課

Ｇ
47

－

５
０
３
７

事
務
員
（
社
会
福
祉
士
含
む
）・
３
人
程
度

日
本
国
籍
を
持
ち
、
昭
和
57

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
４
年

生
大
学
（
大
学
院
含
む
）
卒
業
者
ま
た
は
卒

業
見
込
者

履
歴
書
、
卒
業
証
明
書
、
卒

業
見
込
者
は
卒
業
見
込
証
明
書
・
成
績
証
明

書
な
ど

※
履
歴
書
は
、
館
林
厚
生
病
院
総
務
課
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w.tatebayashikoseibyoin.jp/

　

９
月
16
日
㊐

　

教
養
試
験
・
職
場
適
応
検
査

館
林
厚
生
病
院
総
務
課
に
直

接
持
参
、
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む

▼

　

８
月
31
日
㊎
（
必
着
）

　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

（
〒
３
７
４

－

８
５
３
３
館
林
市
成
島
町

２
６
２

－

１
）
Ｇ
72

－

３
１
４
０

　

９
月
13
日
㊍

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

覚
え
て
得
す
る
上
手
な
バ
ラ
の

育
て
方

平
野
平
三
郎
先
生

（
公
益
財
団
法
人
日
本
ば
ら
会
名
誉
理
事
）

　

60
人（
先
着
順
）

　

無
料電

話
で
申
し
込
む

８
月
27
日
㊊
・
午
前
８
時
30
分

　

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

Ｇ
88

－

７
１
８
８

　

８
月
23
日
㊍

　

午
前
10
時
〜

邑
楽
町
公
民
館

役
場
福
祉
課
Ｇ
47

－

５
０
２
４

▶
㈫ ㈬ ㈭ ㈫ ㈬・

㈭ ㈫ ㈬ ㈭ ㈫
㈬ ㈭                        

▶
▶

▶
▶ Ｇ

▶

▶

▶

　Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ
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県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
28

回
こ
こ
ろ
の
県
民
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

10
月
14
日
㊐

午
後
２
時
〜
４
時

　

群
馬
会
館
ホ
ー
ル

（
前
橋
市
大
手
町
）

　

思
春
期
の
こ
こ
ろ
の
発
達

（
揺
れ
る
子
ど
も
を
ど
う
支
え
る
か
）

渡
辺
久
子
先
生

（
慶
應
義
塾
大
学
病
院
小
児
科
専
任
講
師
）

４
０
０
人
（
先
着
順
）

無
料住

所
・
名
前
・
電
話
番
号
を

書
い
て
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

　

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
７
９

－

２
１
６
６
前
橋
市
野
中
町
３
６
８
）

Ｇ
０
２
７

－

２
６
３

－

1
１
６
６

Ｃ
０
２
７

－

２
６
１

－

９
９
１
２

　

県
な
ど
で
は
、東
洋
大
学
と
地
域
の
企
業

を
見
学
す
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。　

９
月
15
日
㊏

　

午
前
９
時
30
分
（
出
発
午
前

９
時
40
分
、
帰
着
午
後
４
時
30
分
予
定
）

　

館
林
市
役
所
南
三
の
丸

南
面
駐
車
場

　

邑
楽
郡
・
館
林
市
在
住
の
人

※
小
学
生
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

　

40
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

　

無
料

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
希
望

者
は
東
洋
大
学
の
学
食
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

館
林
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
、
東
洋

大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
、わ
た
ら
せ
自
然
館
・

渡
良
瀬
遊
水
池
な
ど

　

参
加
者
全
員
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
名
前
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
申
し
込
む

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
に
「
こ
れ
で
納

得
ツ
ア
ー
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

８
月
21
日
㊋
（
必
着
）

　

県
東
部
県
民
局
館
林
行

政
県
税
事
務
所
（
〒
３
７
４

－

０
０
２
９

館
林
市
仲
町
11

－

10
）
Ｇ
72

－

４
４
１
５
、

Ｃ
73

－

７
８
５
８

　
tategyou@

pref.gunm
a.lg.jp

　

県
で
は
、
９
月
10
日
の
下
水
道
の
日
の
関

連
事
業
と
し
て
、
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

８
月
17
日
㊎
・
午
後
３
時
〜

８
月
18
日
㊏
・
午
前
９
時
30
分
〜

　

西
邑
楽
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
千
代
田
町
舞
木
）

　

水
が
き
れ
い
に
な
る
仕
組
み
を
、

職
員
が
解
説
・
案
内

　

ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
が
必
要
。

　

直
接
会
場
に
来
場
す
る

　

県
下
水
道
総
合
事
務
所

Ｇ
０
２
７
０

－

65

－

７
５
５
７

　

町
農
業
青
年
会
議
で
は
、２
０
１
２
農
業

青
年
会
議
ふ
れ
あ
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
６
日
㊏

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

　

な
か
さ
と
公
園（
千
代
田
町
舞
木
）

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
交
流
ゲ
ー
ム
、

ク
イ
ズ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ペ
ア

パ
ス
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
、
邑
楽
町
産
の
米
・

野
菜
・
肉
な
ど

▽
町
内
の
農
業
青
年
で
20
歳
以
上
お
お

む
ね
40
歳
以
下
の
独
身
の
人

▽
20
歳
以
上
お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
独

身
の
人　

男
女
と
も
20
人
（
先
着
順
）

　

１
、０
０
０
円

　

参
加
費
を
添
え
て
直
接
申
し

込
む

　

８
月
20
日
㊊

※
役
場
開
庁
時
間
に
限
り
ま
す
。

　

町
農
業
委
員
会

Ｇ
47

－

５
０
２
８

　

８
月
７
日
㊋
〜
21
日
㊋

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

県
都
市
計
画
課
・
館
林
土
木

事
務
所
・
館
林
市
役
所
緑
の
ま
ち
推
進
課
・
役

場
都
市
建
設
課

　

館
林
市
役
所
緑
の
ま
ち
推
進
課

Ｇ
72

－

４
１
１
１

▶
Ｇ

TOWN INFORMATION ORAORAORA

Ｇ Ｇ
Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ
Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

▶
▶

㈪

㈭

㈮

㈮

㈪

㈪

㈫

㈬

㈭

㈪

㈭

㈮

㈮

Ｇ
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９
月
29
日
㊏
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

30
日
㊐
・
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

長
柄
公
民
館
・
南
児
童
館

合
唱
、
オ
カ
リ
ナ
、
太
極
拳
、
大

正
琴
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
、

伝
統
芸
能
、
コ
ー
ラ
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓

絵
手
紙
、
書
道
、
墨
絵
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
俳
句
、
キ
ル
ト
、
活
動
内
容

写
真
展
示
、子
ど
も
の
手
型
、銅
パ
イ
プ
の
オ
ブ
ジ
ェ
、ド
ー

ル
ハ
ウ
ス

フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
、
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
、
焼

き
そ
ば
、
み
そ
お
で
ん
、
駄
菓
子
、
赤
飯
、
さ
の
ま
る
焼
き
、

ア
イ
ス
、
ア
ジ
ア
料
理
、
ジ
ュ
ー
ス
、
デ
コ
ベ
ー

お
茶
席
、
写
経

※
作
品
展
示
会
場
は
、
南
児
童
館
で
す
。

「
夢
は
流
さ
れ
な
い　

〜
３
・
11　

東
日
本
大
震
災　

津
波

か
ら
の
奇
跡
の
生
還
〜
」

９
月
29
日
㊏

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

太
田
初
子
さ
ん
（
東
京
福
祉
大
学
学
生
）

１
５
０
人

無
料

長
柄
公
民
館

長柄公民館まつり実行委員会では、長柄公民館まつりを開催します。今年のテーマは、「文化でつ
なげる仲間の笑顔」。舞台発表や作品展示、模擬店、各種体験などサークルの皆さんの日ごろの活
動の成果を発表します。また、昨年の東日本大震災で津波に巻き込まれながらも奇跡の生還を果
たされた、宮城県気仙沼市出身の太田初子さんの講演会もありますので、ぜひご来場ください。

▶

▶

SEPSEP

▶ 　
▶ 　

▶

　修学旅行で一番心に残り感動した場所は、二条城です。私は江
戸時代の歴史に興味があり、大河ドラマ「篤姫」も見ていました。

二条城に入った瞬間、江戸時代の人になれた感じがしてうれしかったです。廊下も、
うぐいす張りで感動しました。大広間一の間を通った瞬間、興奮がピークに…。そ
こは大政奉還が行われた場所で、徳川慶喜がいたかと思うととてもうれしかったで
す。内部の装飾もきれいで、昔の人の
技術や才能に感動させられました。
　今回、奈良や京都の寺に行き歴史を
見たり肌で感じたりすることで、今ま
で以上に歴史が大好きになりました。
また絶対二条城に行って、今度はゆっ
くり時間をかけて興味深く江戸の歴史
を勉強したいと強く感じました。

　（生徒会本部役員　戸井田悠花）

　平成 23年度から小学校、24年度から中学校の新しい学習指
導要領が完全実施となり、その理念は、これまでのものを引き継

ぎ「生きる力の育成」がうたわれています。「生きる力」の土台づくりとして「確
かな学力」を身に付けさせることが強調され、基礎的・基本的な知識・技能の習得
と思考力・判断力・表現力の育成をバランスよく伸ばしていくために教科などの授
業時数を増加し、教育内容の見直し・改善が図られたところです。
　町では、「おうら生き生きプラン」の重点項目に「基礎基本の定着」を挙げ、長
期の休業（夏休み・冬休み）を活用して家庭学習をさせ（テスト範囲を示す練習用
紙を配布）、２学期と３学期のはじめ１週間程度のうちに基礎・基本テストを実施
しています。小学校は、国語・算数の２教科、中学校は、国語・数学・英語の３教
科です。また、頑張ればできるという観点から、努力の成果を認め表彰することで
学習意欲や基礎学力を向上させるという独自の施策を行っています。
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２日㈮、16日㈮、30日㈮（全５回）
午前９時 30分～正午
ヤングプラザ
マーブル粘土を使い陶器などを

作る
18歳以上の人
10人（先着順）
2,000 円（材料代）
８月 24日㈮午前 10時
ヤングプラザ

９月 12日㈬、26日㈬
午後１時 30分～３時 30分
町共同福祉施設２階パソコン

ルーム
パソコン操作の分からないこ

とについての個人相談
どなたでも
無料
ノートパソコンなど、持参

できる人は持ってきてください。
生涯学習課

９月１日㈯～８日㈯
町立図書館

９月 15日㈯～ 23日㈰
町立図書館

４日㈭、11日㈭、18日㈭（全５回）
午後７時 30分～９時
ヤングプラザ
楽しく抹茶を飲みながら、茶室

での立ち居振る舞いや茶道の基本など
を学ぶ

16～ 35歳の人
10人（先着順）
1,500 円（教材費）
８月 16日㈭午後７時
ヤングプラザ

９月 22日㈯
午前７時～午後８時

ヤングプラザ
栃木県日光市

日光東照宮周辺のオリエンテー
リングとおかき工房体験

※動きやすい服装でご参加ください。
16～ 35歳の人
40人（先着順）
3,500 円（バス代、保険代、

拝観料など）
※友の会未加入の人は、別途年会費
500 円がかかります。

８月 18日㈯午前 10時
ヤングプラザ

10 月５日㈮、19 日㈮、11 月

無料
８月 14日㈫午前 10時か

ら整理券を配布
ヤングプラザ

９月 15日㈯
午前９時 30分～正午
ヤングプラザ
炭酸まんじゅう作りを学ぶ
18歳以上の人
16人（先着順）
500 円（材料代）
８月 18日㈯午前 10時

ヤングプラザ

９月 19日㈬、26日㈬、10月
３日㈬、10日㈬（全４回）

午後７時 30分～９時
ヤングプラザ
美しいウオーキングを学ぶ
16～ 35歳の女性
20人（先着順）
無料
８月 15日㈬午後７時

ヤングプラザ

９月 20日㈭、27日㈭、10月

▶

▶

実地研修を中心に有形文化財
を巡る学習と講義

18歳以上の人
20人（先着順）
2,000 円（保険代、資料代、

交通費）、④は日光東照宮や五重塔の
拝観料が別途かかります。

８月16日㈭午前９時
長柄公民館

10 月５日㈮、26 日㈮、11 月
２日㈮、30日㈮、12月７日㈮（全５回）

午前９時 30分～ 11時 30分
長柄公民館
茶道の基本的な作法とお点前

の習得
18歳以上の人
10人（先着順）
1,500 円（教材費）
８月 31日㈮午前９時

長柄公民館

８月 31日㈮
午後７時～８時
ヤングプラザ
コーラス
コールぷらっつの皆さん
どなたでも

８月 21日㈫～ 25日㈯
邑楽町公民館

８月 25日㈯
午後７時～８時
邑楽町公民館
フォークバンドの演奏
黄昏楽団「光と影」
どなたでも
無料
８月 14 日㈫午後７時か

ら整理券を配布
邑楽町公民館

約 50年にわたる活動に幕を降ろした
愛育会の資料などを展示します。

８月 28日㈫～ 31日㈮
邑楽町公民館

９月 11日㈫、12日㈬、13日
㈭（全３回）

午前９時～正午
町共同福祉施設２階パソコン

ルーム

エクセルの基礎的な使い方と
よく使う機能について学ぶ

18歳以上の人（パソコンの基
本操作、文字入力のできる人）

20人（先着順）
1,000 円（教材費）
８月 21日㈫午前９時

邑楽町公民館

９月６日㈭、20 日㈭、10 月
４日㈭、25日㈭（全４回）

午前９時 30分～ 11時 30分
長柄公民館
きものをリメイクし、チュニッ

クを作る
18歳以上の女性
10人（先着順）
300 円（教材費）
８月16日㈭午前９時

長柄公民館

①９月 13 日㈭、② 10 月 11
日㈭、③ 11 月 1 日㈭、④ 11 月 27
日㈫（全４回）

①午前９時 30 分～ 11 時 30
分、②③午前９時 30 分～正午、④
午前７時 30分～午後５時 30分

①長柄公民館、②鶉新田地区、
③篠塚地区、④栃木県日光市

▶

約 50年にわたる活動に幕を降ろした

９月６日㈭ 20 日㈭ 10 月

①９月 13 日㈭ ② 10 月 11

10 月５日㈮ 26 日㈮ 11 月

９月 19日㈬ 26日㈬ 10月

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

９月 11日㈫ 12日㈬ 13日

㈯

９月 20日㈭ 27日㈭ 10月

９月 22日㈯

0月５日㈮ 9日㈮ 月

９月 12日㈬ 26日㈬
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１秒でも早く標的を倒せ、男たちの熱きたたかい
邑楽消防団ポンプ操法競技大会

おいしいカレーができるかな
カレーパーティ

子宝を授かり、どうか安産でありますように
観音様の御利益がありますように

編み目をそろえるのが難しいのよね
編み物教室

やった、船が上手く走ったぞ
おもしろ科学教室

Ｇ
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Ｇ

Ｇ

　

冷
や
汁
料
理
は
子
ど
も
の
こ
ろ
母
に

作
っ
て
も
ら
い
食
べ
ま
し
た
。
７
月
号

に
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
私

も
作
っ
て
、
子
ど
も
や
孫
に
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
う
ら
祭
り
は
楽
し
い
催
し
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
長
時
間
い
た
い
の
で
す
が
、

小
さ
な
子
を
抱
え
て
い
る
わ
が
家
に
は

無
理
な
話
…
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
に
ら

め
っ
こ
し
な
が
ら
、
何
時
ご
ろ
行
く
か

作
戦
を
立
て
ま
す
。
そ
れ
も
ま
た
、
楽

し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
わ
が
家
で
は
、「
き
か
ん
し
ゃ
オ
ー

マ
ス
」
は
外
せ
ま
せ
ん
。

　

先
日
、
風
の
子
保
育
園
の
子
育
て
支

援
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は

天
気
が
よ
か
っ
た
の
で
、
中
央
公
園
の

噴
水
広
場
へ
お
出
か
け
。
う
ち
の
子
は

家
で
も
外
で
も
水
遊
び
が
大
好
き
。
お

友
達
と
一
緒
に
き
ゃ
っ
き
ゃ
っ
と
大
は

し
ゃ
ぎ
し
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
と
気
付
い
た
の
で
す
が
、
あ
の
広

場
の
噴
水
、
以
前
は
も
う
少
し
高
く
上

が
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
…
。
子
ど
も

た
ち
の
安
全
の
た
め
に
低
く
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

Ｇ Ｃ

大募集大募集

DREAMDREAM
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Ｇ

FR
IEN

D
S

商工会青年部の仲間と
邑楽町を盛り上げたい

　

私
が
商
工
会
青
年
部
へ
入
っ
た

の
は
、
７
年
前
。
友
人
の
誘
い
が

き
っ
か
け
で
し
た
。そ
れ
ま
で
は
、

町
内
業
者
や
同
業
者
同
士
の
つ

な
が
り
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

入
っ
て
か
ら
は
近
隣
市
町
の
商
工

会
や
異
業
種
の
仲
間
が
増
え
ま
し

た
。
従
来
の
お
客
様
と
仕
事
外
の

こ
と
で
も
関
わ
る
こ
と
が
増
え
、

仕
事
が
よ
り
円
滑
に
進
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
の
構
成
員
は
、

45
歳
以
下
の
町
内
の
青
年
経
営
者

や
商
工
業
者
の
２
代
目
、
３
代
目

と
呼
ば
れ
る
後
継
ぎ
た
ち
。現
在
、

部
員
数
は
28
人
。
お
う
ら
祭
り
や

産
業
祭
な
ど
に
参
加
し
、
活
気
の

あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
一
旦

を
担
っ
て
い
ま
す
。
松
本
公
園
や

多
々
良
沼
、
青
少
年
広
場
な
ど
の

清
掃
活
動
の
ほ
か
、
経
営
者
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
研
修
会
や
講
習
会
も
開

催
し
、
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向

上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
商
工
会
青
年
部
で

は
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
後
継
者
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
近
隣

市
町
で
は
合
併
と
い
う
話
も
出
て

く
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
次
代
を
担
う
若
手
後
継
者

た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
商
工
会
青
年
部

を
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
「
会
議
や
行
事
が
多
く
大
変
な

の
で
は
」
と
懸
念
す
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
商
工
業
者

に
と
っ
て
仕
事
は
第
一
優
先
。
そ

れ
ぞ
れ
が
仕
事
の
合
間
に
時
間
を

見
つ
け
て
、
で
き
る
と
き
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
将
来
へ
向
け
て
勉

強
の
場
と
し
て
、
ま
た
同
世
代
の

仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
き
っ

と
青
年
部
の
活
動
で
皆
さ
ん
の
仕

事
の
幅
が
広
が
り
ま
す
よ
。

　

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
部
員
全

員
で
意
見
を
出
し
合
い
、
新
し
い

こ
と
に
も
挑
戦
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
商
工
会
青
年
部
と
し
て
町

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

H U M A N  N O W
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邑
楽
町
携
帯
サ
イ
ト

２
次
元
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
は
、
右
の
コ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
取
り
が
で
き
な
い
場
合
は

U
RL
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。

携
帯
用
U
RL　

http://w
w
w
.tow
n.ora.gunm

a.jp/k

編
集
・
発
行
　
邑
楽
町
役
場
企
画
課

〒
370-0692（

住
所
記
入
不
要
）

Ｇ
0276-88-5511（

代
表
）

Ｇ
0276-47-5007（

企
画
課
直
通
）

Ｂ
0276-89-0136

U
RL  http://w

w
w
.tow
n.ora.gunm

a.jp
E-m
ail  koho@

tow
n.ora.gunm

a.jp

毎
月
１
日
発
行

▼夏本番、今年も猛暑が続いています。館林市と熊谷市が「日本

一暑い街」の座をめぐって戦いを繰り広げていますが、その間

にある邑楽町が日本一かも…。体調管理には十分に注意が必要

です。▼そんな中、熊谷市ではうだるような暑さを利用して亜

熱帯果実のマンゴーを栽培して出荷し、埼玉県ではサトウキビ

やバナナの栽培にも取り組んでいるとのことです。邑楽町役場

でも庁舎２階でバナナを栽培していて、今年も大きなバナナが

なっています。役場に来た際には、ぜひご覧になってください。

▼８月19日（日）に「おうら祭り」が開催されます。今年は8,000

発の花火が打ち上げられますので、ぜひお越しください。（多）

ひとりごと　From editors

千客万来
（おうら中央公園
噴水広場にて）

「
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
」
（
邑
楽
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
編
集
委
員
会
）
は
、
邑
楽
町
在
住
の

お
年
寄
り
た
ち
の
貴
重
な
体
験
談
を
、
邑
楽
町
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
編
集
委
員
会
が
編
集
・
発
行
し
た
も
の
で
す
。

戦
時
中
の
思
い
で（
あ
る
産さ

ん

ば婆
の
手
記
）

　

終
戦
後
四
十
年
と
は
全
く
夢
の
よ
う

で
す
。
戦
争
た
け
な
わ
の
こ
ろ
を
思
う

と
、
よ
く
も
今
日
ま
で
生
き
長
ら
え
た

も
の
だ
と
、
感
慨
無
量
で
す
。
戦
地
で

活
躍
さ
れ
た
か
た
が
た
、
護
国
の
犠
牲

と
な
ら
れ
た
人
々
に
比
べ
れ
ば
、
私
た

ち
内
地
に
い
た
者
た
ち
の
苦
労
な
ど
、

微
々
た
る
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　

戦
争
中
の
毎
日
は
、
恐
ろ
し
く
て
生

き
た
心
地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｂ
29

の
無
気
味
な
音
を
聞
く
た
び
、
ぞ
っ
と

し
た
も
の
で
し
た
。
警
戒
警
報
が
鳴
り

響
い
た
か
と
思
う
と
、
す
ぐ
に
空
襲
警

報
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

直
ち
に
わ
ず
か
な
身
の
回
り
品
を
持
っ

て
、
防
空
壕ご

う

に
逃
げ
込
む
の
で
す
。
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
の
時
間
が
、
と
て
も
長

く
感
じ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

私
は
、
人
の
命
を
預
か
る
助
産
婦
で

す
。
当
時
は
産
婆
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
い
つ
何
ど
き
で
も
、
お
呼
び

が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
出
掛
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
途
中
で
空
襲
警
報
に
な

る
と
、
真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
ご
ろ
通
り
慣
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

凸
凹
の
砂
利
道
を
自
転
車
で
走
る
の
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け

が
も
せ
ず
無
事
に
産
婦
の
家
に
た
ど
り

着
く
と
、
ホ
ッ
と
し
た
も
の
で
し
た
。

　

お
産
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
も
、
空
襲

警
報
に
な
れ
ば
電
気
を
消
さ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
暗
い
部
屋
で
ほ
と
ん
ど

手
探
り
で
す
。
そ
れ
で
も
、
あ
ら
か
じ

め
準
備
し
て
お
い
た
手
順
で
分
娩
を
介

助
し
、
元
気
な
産
声
を
聞
い
た
と
き
の

う
れ
し
さ
は
、
筆ひ

つ
ぜ
つ舌
に
は
表
せ
ま
せ
ん
。

本
当
に
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
し
た
。

　

生
ま
れ
た
新
生
児
も
そ
の
ま
ま
に
は

し
て
お
け
ま
せ
ん
。
早
速
た
ら
い
に
お

湯
を
張
り
、
沐
浴
を
さ
せ
て
産
着
を
着

せ
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
空
襲
警
報
が
解

除
に
な
り
、
電
気
の
明
か
り
で
赤
ち
ゃ

ん
の
顔
を
見
る
と
き
な
ど
、
言
い
知
れ

な
い
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。
産
婆
で
な

け
れ
ば
味
わ
え
な
い
気
持
ち
で
す
。

　

産
婦
の
事
後
処
置
も
そ
う
で
す
。
産

婦
の
状
態
に
異
状
は
な
い
か
、
布
団
や

衣
服
が
汚
れ
な
か
っ
た
か
、
な
ど
が
気

が
か
り
で
す
。
電
気
が
つ
い
て
か
ら
家

の
人
々
に
、「
暗
闇
の
中
で
よ
く
も
こ
ん

な
に
、
手
際
よ
く
き
れ
い
に
仕
事
が
で

き
る
も
ん
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
の
が

無
上
の
喜
び
で
し
た
。

　

戦
時
中
は
食
糧
が
配
給
だ
っ
た
の

で
、妊
産
婦
は
特
に
困
り
ま
し
た
。
コ
ー

リ
ャ
ン
（
中
国
産
モ
ロ
コ
シ
）
な
ど
を
食

べ
る
た
び
に
下
痢
を
し
た
り
、人
に
よ
っ

て
は
お
乳
の
出
が
悪
か
っ
た
り
、
産
後

の
肥
立
ち
が
悪
か
っ
た
り
、
か
わ
い
そ

う
な
産
婦
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
私
も
配

給
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、時
に
は
困
っ

て
い
る
産
婦
さ
ん
に
、
少
し
ば
か
り
の

米
を
あ
げ
た
り
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
日
こ
の
ご
ろ
は
何
一
つ
不
自
由
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
た
い
国
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
母
親
に
な
ら

れ
る
か
た
は
、
本
当
に
幸
せ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
が
来
ま
し
た
の
も
、

お
国
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
か
た
が

た
、
戦
地
で
活
躍
さ
れ
た
か
た
が
た
、

銃
後
の
守
り
を
し
っ
か
り
と
し
た
全
国

民
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
一
日
た

り
と
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
健

康
に
注
意
し
て
、
微
力
な
が
ら
も
家
族

の
た
め
、
世
の
中
の
た
め
に
役
に
立
ち

た
い
と
思
う
私
で
ご
ざ
い
ま
す
。

高
齢
者
の
語
り
第
一
集

「
あ
す
へ
ひ
と
こ
と
（
昭
和
六
一
年
二

月
一
日
発
行
）
」
よ
り

「
戦
時
中
の
思
い
で
」

故
・
増
尾
キ
ン
さ
ん

（
水
立
大
黒
・
二
三
区
）

あ
す
へ
ひ
と
こ
と

若
い
人
た
ち
に
語
り
継
ぎ
た
い
。
そ
し
て
、
次
の
世
代
に

残
し
て
ほ
し
い
貴
重
な
話
し
を
お
届
け
し
ま
す
―
。

お
年
寄
り
た
ち
の
貴
重
な
体
験
談
〈
第
十
五
回
〉

Photo 広報担当者

いつの時代も子どもは家族の宝です
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